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「極端高温等が暑熱健康に及ぼす影響
と適応策に関する研究」
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出典：気象庁HP 日本の年平均気温 http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

 年平均気温は100年あたり約
1.30℃の割合で上昇

 特に1990年以降，高温とな
る年が頻出

日本で暑かった年
①2020年（+0.65℃） 
②2019年（+0.62℃）
③2021年（+0.61℃）
④2022年（+0.60℃）
⑤2016年（+0.58℃）

1. 熱中症の現状
 日本における気温の変化
• 統計開始（1898年）以降，最も暑い年は2020年







 熱中症による死亡
• 熱中症による死亡者の8割を高齢者が占める．⇒ 高齢者対策が重要に

出典：熱中症対策推進会議「熱中症対策行動計画」（令和４年）
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1. 熱中症の現状
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 極端高温がますます深刻に
• 2021年6月29日，カナダのブリティッシュコロンビア州で49.6℃を記録，熱波により1週

間で500人以上が死亡

• 2022年に世界中で極端高温が発生．ポルトガルとスペインでは，7月の1週間に熱波
で2,000人以上が死亡

• 日本では2022年6月下旬から7月上旬にかけて猛暑日（35℃以上）が連続発生

• 2023年も既に世界中で
熱波が発生

3. 極端高温と健康影響

出典：気象庁HP（2022年の主な天候の特徴・気象災害）
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• ヒートアイランドや気候変動による気温に伴い既に多くの熱中症が発生
• 気候変動により今後さらに極端高温が深刻化，多発化
 ⇒ 甚大な熱中症被害の発生や医療・介護供給体制の崩壊が危惧

• 極端高温等が暑熱健康に及ぼす影響の解明：
 将来どの程度極端高温等が深刻化，多発化する？
 熱中症警戒アラートの効果は？効果を考慮した際の将来の熱中症リスクは？
 極端高温等が医療・介護供給体制に及ぼす影響は？
 高齢者のエアコン使用が進まない理由は？アラートが個人の行動に与える効果は？

 ⇒ 研究成果にもとづく熱中症対策の在り方を提案

• 国立環境研究所は，関連機関との連携のもと，熱中症リスク低減に資する研究活動を
推進していきます．

7. まとめ



ご清聴ありがとうございました


